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ヤナギムシガレイは本県南部の重要な底曳網漁業対象種であり，その生息域は水深 80m~ 190 m 

で，主漁場の水深は 120m~ 140 mである(高越他 1975)。食性は底生動物食であり，中でも多毛

類の占める割合が高い〈高越他 1975)。

表 l ヤナギムシガレイの胃内容物の種別個体数

保集年.月日

商堕場所

昭和49.4.26 49.5.21 49.6.21 49.9.4. 49.10.2549.11.2149.12.1850.1.21 50.2.26 50.3.24 

久之浜 大津 -久之浜
広野沖不明(原基)木戸沖不明{久之浜) I 本戸沖 図書沖 畳間沖 計

広野伸 目立神 広野沖

82 112 135 141 90-112 112-121 105-120 180 
5000) 23 (1) 36 (4) 54 (3) 55 (11) 49 (25) 41 (6) 60 (20) 39 (12) 41 (3) 

140 81 199 111 83 123 95 110 1011 

12 61 8 2 3 11 132 296 

11 28 41 22 21 44 11 23 140 361 

29 61 

11 52 

13 12 30 15 96 

11 14 99 160 

12 

122 208 211 210 216. 120 205 143 218 286 2059 

水深 (m)
測定尾数{空胃)

ナナテイソメ更科 NQtAna gtopAiitfOγ"''' 
スピオ科 Parapγionospi 0 pinnata 

カザリゴカイ 14

その他の多毛額

オキアミ目

ヨコエピ亜日 スカーメソコヱピ科

そ田他田ヨコエピ亜目

その他回生物

倒体数 計

表 1から，本県沿岸のヤナギムシガレイの主餌料は多毛頭のうちナナテイソメ亜科のNoth.九 αρo

-ph.μ ifoγ昨日， スピオ科の Pαrapγionospiopinnαtα およびカザリゴカイ科の数種である，と言

える。 ζれらの種lと共通している形態は，有機物に富んだ堆積物を集めるための感触手状の器官を持っ

ている乙とであり，乙れがヤナギムシガレイ lと餌料の存在を認知させ，その結果乙れらを選択的l乙捕

食するのであろうと推測する。

乙れらの主餌料のうち最も摂食個体数が多いNoth.riα geoph.iliformisは，水深 10m ~ 150 mの

範囲の夏期の調査では，ヤナギムシガレイの主漁場lζ近い場所lζのみ高密l乙分布する績である。 pαγαp

-r~.onosp~o p川 nataは分布lζ季節変化がある(高橋他 1976)と言われ， そのためヤナギ、ムシガレイ

の胃中の出現割合も季節変化がある乙とが推定されるが，茨城沖(水深約 10m~ 30 m)では4月lζ分布

量が最低で8月lと分布量が最高になる〈高橋他 1976)のに対し，本県のヤナギムシガレイの胃中の出

現割合が高い月は 2月 4月および6月であった。

ヤナギムシガレイは成長段階によって食位:が異なる(高越他 1975)と言われており，稚魚から成魚ま

での成長段階毎の餌料生物とその生息環境を明らかにする乙とが，今後の課題である。

最後に，胃内容物のサンプJレを提供して下さった本県内水試高越哲男研究員lζ深く感謝の意を表す。
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